
 
 

 

 

 
 

〈お問い合わせ〉 

朝日新聞松山総局 

TEL 089-941-0155 

 

2017年 11月 16日 

>  contact 

朝日新聞社 〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 

「おかえりなさい！夏目漱石先生」松山で開催 

11 月 23～ 26 日 、漱石アンドロイド が「 坊 っ ち ゃ ん 」 の 地 を 訪 問  

 

株式会社朝日新聞社（代表取締役社長 渡辺雅隆）は、11 月 23～26 日の 4日間、夏

目漱石（1867-1916）の生誕 150 年記念事業「おかえりなさい！夏目漱石先生～漱石

アンドロイドから未来へ～」に参加します。人間型ロボットの「漱石アンドロイド」

が、漱石ゆかりの愛媛県松山市を訪れ、市民や学生とふれ合います。 

 

漱石は 1895（明治 28）年 4月、愛媛県尋常中学校（県立松山東高校の前身）に英

語教師として赴任。翌年春に熊本の第五高等学校に移るまで松山で暮らしました。 

小説「坊っちゃん」の発表（1906 年）から今年で 111 年。約 120 年の時を経て「松

山再訪」が実現することになります。 

 

今回、アンドロイドを所有する二松学舎大学（学校法人二松学舎）の協力のもと、

松山市内でイベントを開催します。漱石が教壇に立ち、「坊っちゃん」の舞台とされ

る松山東高校での記念授業もあります。一部会場では、朝日新聞社所蔵の「漱石デス

マスク」のレプリカや、朝日新聞社員だった漱石が小説を執筆した紙面を展示します。

イベントはいずれも取材可能です（事前にお申し込みをお願いいたします）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【漱石アンドロイド】  

夏目漱石の人間型ロボット。漱石が少年時代に漢詩文を学ん

だ二松学舎大学（当時は「漢学塾二松学舎」）の創立 140 周年

記念事業として、大阪大学大学院基礎工学研究科の石黒浩教

授監修の下、2016年に製作した。顔は、旧千円札で知られる45

歳の時に撮影された写真と、社員として勤めた朝日新聞社が所

蔵するデスマスクから再現。音声は孫の夏目房之介・学習院大

学大学院教授の肉声をもとに合成した。 
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朝日新聞社 〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 

 

《開催概要》 

主催：おかえりなさい！夏目漱石先生〜漱石アンドロイドから未来へ〜 記念事業実行委員

会（委員長＝佐藤栄作・愛媛大学教育学部教授、事務局＝朝日新聞松山総局） 

協力：二松学舎大学(学校法人二松学舎) 

 

日付 時間 場所 内容 一般公開 
窓口・問い合せ先 

(TEL) 

11/23 

（木・祝） 

10：30 松山市役所 市長と面会 × 
松山市文化・ことば課 

089-948-6952 

15：00 坂の上の雲ミュージアム 
アンドロイドのトーク 

朗読 
○ 

坂の上の雲ミュージアム 

089-915-2601 

11/24 

（金） 
14：40 県立松山東高校 記念授業 × 

県立松山東高校総務課 

089-943-0187 

11/25 

（土） 

9：30 済美平成中等教育学校 特別授業 × 
済美平成中等教育学校 

089-965-1551 

14：00 

15：30 
いよてつ高島屋 

アンドロイドのトーク 

朗読 

記念撮影会 

○ 

いよてつ高島屋 

広報窓口直通 

089-948-2929 

11/26 

（日） 
13：30 子規記念博物館 

「坊っちゃん文学賞」 

表彰式関連イベント 
○ 

松山市文化・ことば課 

089-948-6634 

※いずれも取材可能です。取材のお申し込みは各イベント窓口にお願いします。 

 

 


